
380 第46巻　日本公衛誌　第5号 平成11年5月15日

高齢者における身体・社会活動と活動的余命，

生命予後の関連について

―高齢者ニーズ調査より―
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目的　地域高齢者における身体・社会活動の生命および活動的日常生活の喪失に対する影響を明

らかにするため，36ヵ月間の追跡調査を行った。

方法　平成4年9月に在宅していた70歳以上の7,402人中，移動，入浴，更衣，排泄，食事の日

常生活動作がすべて自立し，追跡が可能であった者6,274人（男性：2,383人，女性：3,891

人）を対象として，6ヵ月以上の在宅医療の継続受診，長期入院，老人保健施設入所，特別

養護老人ホーム入所，死亡の発生をもって活動的日常生活（活動的余命）の喪失と定義し，

これらを最初に把握した日を活動的日常生活の喪失日と定義して，36ヵ月間の追跡調査を行

った。

結果　観察期間中に活動的日常生活を喪失した者は965人であり，その内訳は長期在宅療養が178

人，長期入院，老健入所が310人，特養入所が28人，死亡が449人であった。

　調査開始時点の家族形態，住居の問題点，日常生活状況，生きがい等の社会活動と活動的

日常生活（活動的余命）の喪失，生命予後との関係を検討したところ，以下の結果を得た。

　1.　身体・社会活動項目について，男女別に年齢，厚生省の老人日常生活自立度（以下厚

生省自立度）を共変量とした比例ハザードモデルによる分析を行い，有意なハザード比を示

した項目を尤度比変数増加法による比例ハザードモデルで検討した。その結果，男性では年

齢，低自立度，言語障害あり，浴室構造に問題点ありは，活動的余命の短縮と関連し，健康

に留意する，日常活動ありは，活動的余命の延長と有意な関連を認めた。また年齢，低い自

立度，言語障害，浴室構造に問題点ありは生命予後の短縮と，健康に留意する，健診利用意

向あり，日常活動ありは，生命予後の延長と有意な関連を認めた。

　2.　女性では年齢，低自立度，記憶障害，廊下，階段の構造に問題点ありは，活動的余命

の短縮と，健診を利用している，やりたいことありは，活動的余命の延長と有意な関連を認

めた。

　　　また年齢，低い自立度，言語障害，浴室構造に問題点ありは，生命予後の短縮と，や

りたいことありは，生命予後の延長と有意な関連を認めた。

結論　本研究では，年齢，低い自立度，家屋構造の問題点の存在が活動的余命，生命予後の短縮

と，健診受診等の健康行動や日常活動，生きがい，やりたいことの存在が活動的余命や生命

予後の延長と関連することが示唆された。
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